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取　組　状　況
１．３次元CADを用いた設計
　3次元CADは，ものづくりの設計において重要なため，学年ごとに基礎から応用
に繋げて行った．
学生一人ひとりが目的・仕様を考え，3次元CADを用いた設計ができた．

２．CAEを用いた設計
　高学年においては，実際の設計に必要な解析シミュレーションを用いた設計を
行った．座学で学んだ工学エンジンや翼の設計を理論とともにシミュレーションの
結果を検討しながら設計することができた．

３．工学的な情報処理
　ゼミや卒業研究で必要となる，エクセルでの工学的な計算，グラフの作成，
ワードでの図や数式の入った文書作成を行った．また，設計報告書をWordで作
成させ，図なども取り込み，Word, Excelを実践的に使用することができた．

４．高速空気力学
　航空宇宙工学コースの流体力学分野の集大成として高速空気力学の基礎を
演習を含めながら行った．基本的な保存則から物量を算出する式の誘導を行い
ながら，内容の理解につなげられた．
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